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八木寿郎 立川敏明西沢誠治
ESR and ENDOR in V-band (1) 
Hisao YAGI， Toshiaki TATUKAWA， Seiji NISHIZAWA 
(R配 eived~Iarch 27， 1968) 
The Cr3+ ESR in dark ruby was measured in V-band region and the data of 
its fine structure were obtained. Then， as experimental parameter， the fine 
structure constant D of the dark ruby was culculated by an easier method 
than in X-band and its value was found to be -5.782 GC/sec， which agrees 



































































































































合にあてはまるD また Cr3+の基底状態は 3d3; 4F状
態であるから(1)式は










Hx=Ho sin e) 
Hy= 0 
Hz =Ho cos eJ 
g 
(3) 
となる O ここで Hx，H百， Hzは Hoの X，y， z成
分をあらわす。また有効磁場Hの大きさは
H = ÷ {陶(匂句g釦州1川Hρグ糾2+吋(匂g土H町zρ〉
となる 0 ここで gl'g1.は事テン ソルの主1¥!Jt1成分で，
Z軸に平行な成分と重直な成分をあらわす。そこでこ
の有効磁場の方向を新らしい量子化の車liにとり，η 方
向とするとゼーマン ・ エネルギ - ~(;又は
%z=gβHSη (4) 




E.If. Jlf-l =gβH+D(tcos2 eーを)C別一 1)(5) 
で与えられる O これからルビーの常磁性共鳴スベクト
ラルが得られ，明らかに微細構造は角度依存すること
が分かるo g- 値は ~4 の測定結果より

















に回転して 00-.3600 まで 100おきに測定し，低周波
磁場変調を行いながら磁場掃引をして，出力信号は電
子回路で増巾し吸収波形と徴分波形とをX-yレコー































遷移状態 | 計 算 値 メカFウ ス観測値














































































































ムー i 2. ~-才
3 一一一1.3ト 2--2. 





















1) W. C. Holton and H. Blum ; Phys. Rev.， 12589 
(1962) 
2) 八木・11:]¥1・西沢;福井大工報， 15 15 (1966) 
八木・立川・西沢;福井大工報， 16 15 (1968) 
3) 八木・立1 ;福井大工報 15 283 (1937) 
4) A. Abragam and M. H. L. Pryce Proc. Roy. 
Soc. A.， 205 135 (1951) 
5). 6) J. E. Geusic ; Phys. Rev.， 102 1252 (1956) 
7)， 8) 西沢;修士論文 (1968) 
9) 八木・立川・西沢;福井大工報.16 331 (1968) 
(昭和43年3月27日受理〉
